
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
バ
イ
オ
の
メ
ッ
カ
福
島
に

 

内
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宏
之
（
東
京
）　

　

後
手
に
回
っ
た
原
発
事
故
で
の
対
応
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て

思
い
切
っ
た
復
興
が
可
能
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
以
下
の
プ
ラ

ン
＋
同
時
進
行
型
研
究
組
織
の
組
み
合
わ
せ
で
解
決
で
き
そ
う

な
気
が
し
て
な
ら
な
い
。
こ
こ
は
明
る
く
心
を
放
っ
て
、
沢
庵

の
教
え
に
従
い
「
夢
」
を
見
る
こ
と
に
し
た
い
。

◆
プ
ラ
ン
そ
の
①　

土
地
の
「
地
」
だ
け
利
用

　

原
発
周
辺
は
半
減
期
の
長
い
放
射
能
が
蓄
積
す
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
植
林
を
し
た
と
こ
ろ
で
一
帯
の
放
射
線
量
が
下
が
る

わ
け
で
も
な
く
、
木
材
と
し
て
の
利
用
も
放
射
能
の
拡
散
を
考

え
る
と
難
し
い
。
土
地
の
「
地
」
は
利
用
す
る
が
、「
土
」
は
利

用
し
な
い
仕
組
み
に
す
る
。

　

放
射
能
を
蓄
積
し
た
土
の
上
を
水
槽
や
池
で
埋
め
尽
く
し
、

水
槽
や
池
が
遮
蔽
材
と
な
れ
ば
、
一
帯
の
放
射
線
量
は
下
が
り

人
の
立
ち
入
り
が
可
能
と
な
る
。
水
槽
や
池
は
ク
ロ
レ
ラ
や
緑

虫
な
ど
の
培
養
に
利
用
し
、
そ
れ
を
バ
イ
オ
燃
料
に
す
れ
ば
放

射
能
の
拡
散
の
心
配
は
な
い
。
こ
の
プ
ラ
ン
に
は
、
飯
館
村
な

ど
で
の
放
射
能
汚
染
し
た
土
を
か
き
集
め
て
土
手
を
築
き
、
ゴ

ム
シ
ー
ト
を
敷
い
て
池
を
作
る
こ
と
も
含
ま
れ
る
。

◆
プ
ラ
ン
そ
の
②　

平
成
の
農
地
解
放

　

世
界
の
命
題
は
唯
金
主
義
と
唯
自
然
主
義
の
対
立
に
あ
る
が
、

唯
金
主
義
が
勝
ち
す
ぎ
て
い
る
の
が
気
に
な
る
。
そ
こ
で
、
唯

金
主
義
の
産
物
で
あ
る
全
国
の
耕
作
放
棄
地
に
宅
地
並
み
課
税

等
を
か
け
て
、
唯
金
主
義
者
た
ち
に
肩
す
か
し
を
く
ら
わ
せ
農

地
を
放
棄
さ
せ
る
。
こ
れ
を
国
が
召
し
上
げ
て
被
災
地
の
方
々

に
配
分
す
れ
ば
、
プ
ラ
ン
①
で
農
地
を
失
っ
た
方
々
や
塩
害
で

１３８

会

員

の

広

場

耕
作
で
き
な
く
な
っ
た
方
々
の
一
助
と
な
る
だ
ろ
う
。

◆
プ
ラ
ン
そ
の
③　

原
発
の
再
生
と
蓄
エ
ネ

　

原
発
の
欠
点
の
ひ
と
つ
は
あ
ふ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
夜
間
に

お
い
て
も
垂
れ
流
さ
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
だ
。
揚
水
式
ダ
ム
で

夜
間
に
水
を
上
げ
て
蓄
エ
ネ
す
る
に
し
て
も
限
り
が
あ
る
。
原

発
の
夜
間
電
力
を
使
っ
て
プ
ラ
ン
①
の
水
槽
や
池
で
緑
虫
な
ど

の
形
で
電
気
以
外
の
エ
ネ
ギ
ー
源
に
変
換
し
て
蓄
え
て
お
け
ば
、

バ
イ
オ
燃
料
と
し
て
利
用
で
き
る
。
副
次
的
に
揚
水
式
ダ
ム
建

設
に
よ
る
自
然
破
壊
を
抑
え
る
こ
と
も
で
き
る
。

◆
現
状
の
打
開
策　

同
時
進
行
型
研
究
組
織

　

地
震
、
津
波
を
除
く
原
発
防
災
対
策
で
現
状
の
弱
点
は
４
つ

あ
る
。
第
１
は
非
常
時
の
冷
却
水
対
策
で
、
プ
ラ
ン
そ
の
①
の

水
槽
や
池
の
群
の
う
ち
原
発
周
辺
の
一
群
は
非
常
時
の
水
の
供

給
源
、
放
射
能
汚
染
水
の
受
け
入
れ
先
と
な
る
。
あ
ら
か
じ
め

シ
ス
テ
ム
と
し
て
研
究
し
て
お
く
こ
と
だ
。

　

第
２
は
や
む
を
え
ず
空
気
中
に
放
出
し
た
放
射
能
の
拡
散
防

止
対
策
で
、
放
射
線
に
よ
る
環
境
破
壊
に
耐
え
ら
れ
る
膜
や
繊

維
素
材
、
飛
散
防
止
用
の
膜
体
お
よ
び
防
風
ネ
ッ
ト
、
布
製
型

枠
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
水
ガ
ラ
ス
な
ど
を
圧
入
し
短
時
間
で
し

ゃ
へ
い
壁
を
構
築
す
る
技
術
、
そ
し
て
シ
ャ
ワ
ー
や
霧
を
用
い

た
放
射
能
の
吸
着
技
術
な
ど
の
研
究
だ
。

　

第
３
は
放
射
能
汚
染
水
の
濃
縮
対
策
で
、
バ
イ
オ
や
ケ
ミ
カ

ル
技
術
な
ど
に
よ
る
濃
縮
技
術
を
用
い
る
。
プ
ラ
ン
そ
の
①
の

水
槽
や
池
を
利
用
し
て
実
証
実
験
し
研
究
を
重
ね
る
こ
と
は
、

ニ
ッ
ポ
ン
の
原
発
の
安
全
保
障
と
も
な
る
。
第
４
は
ロ
ボ
ッ
ト

を
用
い
た
高
濃
度
放
射
能
下
で
の
作
業
対
策
で
、
ロ
ボ
ッ
ト
大

国
と
自
認
す
る
に
恥
じ
な
い
研
究
が
必
要
だ
。

　
 
要 
は
研
究
組
織
の
拠
点
を
福
島
に
設
け
、
研
究
成
果
を
直
ち

か
な
め

に
原
発
に
反
映
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
三
つ
の
プ
ラ
ン
＋
同
時

進
行
型
研
究
組
織
に
肉
付
け
す
る
こ
と
で
バ
イ
オ
コ
ン
ビ
ナ
ー

ト
も
可
能
に
な
り
、
水
産
業
や
畜
産
業
を
育
成
し
、
唯
金
主
義

に
偏
っ
た
原
子
力
を
解
き
放
ち
、
唯
自
然
主
義
と
調
和
さ
せ
て

被
災
地
の
方
々
に
仕
事
を
作
り
出
し
、「
禍
転
じ
て
世
界
の
福

島
と
な
す
」
こ
と
で
あ
る
。
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�◆
東
京
◆　

大
震
災
、
原
発
事
故
、
余
震
と
、
心
が
晴
れ
な
い

日
々
が
続
き
ま
す
。
心
機
一
転
と
思
い
、
こ
の
と
こ
ろ
の
休
み

は
家
庭
菜
園
に
精
を
出
し
て
い
ま
す
。
朝
６
時
前
に
は
８
坪
ほ

ど
の
畑
に
出
て
、
土
づ
く
り
か
ら
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
結
構
、

汗
を
流
す
作
業
に
。
昨
年
同
様
に
ト
マ
ト
、
き
ゅ
う
り
、
な
す

な
ど
の
苗
が
整
然
と
並
び
ま
し
た
。
実
は
福
島
に
親
戚
が
あ
り
、

出
荷
停
止
の
レ
タ
ス
や
か
ぶ
を
４
月
初
め
に
か
け
て
送
っ
て
も

ら
い
、
堪
能
し
た
日
々
の
あ
と
で
し
た
が
…
…
。

　

５
月
の
講
演
会
は
、
講
師
に
中
林
美
恵
子
氏
（
衆
議
院
議
員
、

民
主
党
）、
猪
口
孝
氏
（
新
潟
県
立
大
学
学
長
兼
理
事
長
）、
歳

川
隆
雄
氏（『
イ
ン
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
編
集
長
）
を
お
招
き
し
ま

す
。
新
会
員
を
紹
介
し
ま
す
。
太
田
康
広
・
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
専
務
、
小
橋
新
一
郎
・
ソ
ニ
ー
ラ
イ
フ
・
エ
イ
ゴ

ン
生
命
保
険
監
査
役
、
徳
田
俊
一
・
三
菱
製
紙
常
勤
顧
問
、
寅

　

経
済
倶
楽
部
便
り
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丸
雅
男
・
Ｓ
Ｍ
Ｂ
Ｃ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
執
行
役
員
法
人
サ
ー

ビ
ス
開
発
部
長
。 

（
塚
田　
紀
史
）

◆
中
部
◆　

こ
の
４
月
に
専
務
理
事
が
日
暮
良
一
に
交
代
し
ま

し
た
。
中
部
経
済
倶
楽
部
は
１
９
３
８
（
昭
和　

）
年
に
石
橋

１３

湛
山
に
よ
っ
て
設
立
さ
れ
て
以
来
、
今
年
で　

周
年
に
な
る
伝

７３

統
あ
る
倶
楽
部
で
す
。
こ
れ
ま
で
ど
お
り
活
力
の
あ
る
倶
楽
部

と
し
て
維
持
で
き
る
か
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
持
て
る
力
を
発

揮
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
着
任
を
前
に
し
た
３
月　

日
に
東

１１

日
本
大
震
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
影
響
は
東
北
地
方
に
と
ど
ま

ら
ず
、
中
部
圏
に
も
そ
の
余
波
が
来
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
当
面
、

大
震
災
に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
、
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か
ら
検
証

す
る
講
演
会
を
行
い
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の
後
は
中
部
圈
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
テ
ー
マ
を
選
り
す
ぐ
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
ど
う
か
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
５
月
の
講

演
会
は
歳
川
隆
雄
氏
（『
イ
ン
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
』
編
集
長
）、
武

者
陵
司
氏
（
武
者
リ
サ
ー
チ
代
表
）
で
す
。 

（
日
暮 
良
一
）
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�Ｑ　

東
京
の
経
済
倶
楽
部
の
主
な
事
業
は
何
で
す
か
。　

Ａ　

毎
週
金
曜
日
の　

時　

分
か
ら
２
時
近
く
ま
で
開
か
れ
る

１２

４０

定
例
講
演
会
が
い
ち
ば
ん
の
事
業
で
、
東
洋
経
済
ビ
ル
９
階
の

ホ
ー
ル
が
会
場
で
す
。
年
に
約　

回
、
毎
週
末
に
日
本
橋
へ
出

４５

か
け
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
会
員
が
多
数
お
ら
れ
ま
す
。

　

講
演
は
い
ず
れ
も
一
流
講
師
に
よ
る
充
実
し
た
も
の
で
、
経

済
、
経
営
、
政
治
、
国
際
を
中
心
に
、
時
折
、
健
康
、
教
養
の

テ
ー
マ
ま
で
幅
広
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
講
演
を
読
み
や

す
く
編
集
し
た
『
経
済
倶
楽
部
講
演
録
』
が
毎
月
、
届
け
ら
れ

ま
す
の
で
、
欠
席
の
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
出
席
し
た
場
合
で
も

読
み
直
し
て
く
だ
さ
る
会
員
が
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
毎
月
の
経
済
金
融
懇
話
会
、
物
申
す
会
（
い
ず
れ
も

無
料
）
の
ほ
か
、
有
料
で
株
式
研
究
会
（
毎
月
）、
事
業
所
見
学

会
（
年
２
回
）、
ミ
ニ
見
学
会
（
随
時
）、
銷
夏
・
忘
年
の
パ
ー

　

社
団
法
人
経
済
倶
楽
部
（
東
京
）
ご
紹
介
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テ
ィ
、
ゴ
ル
フ
親
睦
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
毎
週
、
講
演
会
の

あ
と
映
画
鑑
賞
会
が
あ
り
内
外
の
名
画
が
上
映
さ
れ
ま
す
。

Ｑ　

会
員
制
度
は
ど
の
よ
う
な
仕
組
み
で
す
か
。

Ａ　

会
員
は
約
６
６
０
人
で
、
法
人
会
員
（
３
名
連
記
）
と
個

人
会
員
か
ら
な
っ
て
い
ま
す
。
個
人
は
１
親
等
に
限
り
名
義
書

換
が
無
料
で
、
半
年
会
費
が
４
万
２
０
０
０
円
で
す
。
入
会
は

会
員
の
紹
介
が
基
本
で
す
が
、
紹
介
の
な
い
場
合
で
も
入
会
可

能
で
す
。
会
員
は
講
演
会
の
聴
講
、『
経
済
倶
楽
部
講
演
録
』

の
送
付
、
各
種
企
画
へ
の
参
加
、
ホ
ー
ル
や
会
議
室
利
用
・
食

事
・
書
籍
雑
誌
購
入
な
ど
で
割
引
の
特
典
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ　

会
員
の
親
睦
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

Ａ　

講
演
会
の
前
の
昼
食
は
ご
希
望
の
会
員
だ
け
お
取
り
い
た

だ
い
て
い
ま
す
が
、
同
じ
テ
ー
ブ
ル
の
会
員
同
士
の
会
話
が
あ

り
、
講
演
後
の
喫
茶
、
囲
碁
な
ど
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る

方
も
お
ら
れ
ま
す
。
貸
し
切
り
バ
ス
で
の
事
業
所
見
学
会
や
銷

夏
・
忘
年
パ
ー
テ
ィ
で
は
名
札
着
用
で
す
。
最
近
は
会
員
が
ご

友
人
に
入
会
を
誘
わ
れ
る
ケ
ー
ス
も
多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。


